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支部長あいさつ    栃木県支部長 高橋 良子 （県西健康福祉センター） 

日頃より全国保健師長会栃木県支部の活動にご協力いただき感謝申し上げます。 

会員の皆様におかれましては、令和 2 年の年明け早々から新型コロナウイルス感染症対応

に追われ、非日常の慌ただしい日々の中で保健事業をどのように推進していくべきか、知恵

を絞り工夫を重ねるなど苦慮されていることと思います。この上半期を振り返ってみますと、

マスクや消毒薬等の品薄状態などが続く中、非常事態宣言があり、また、東京オリンピック

の中止など、不安や戸惑いが広がっていました。このような中、私たち保健師自身も先の見

通しが立たない状況のため不安を抱えながらも、統括的役割を果たす保健師として後輩を育

成しつつチームをまとめ、感染症対策をはじめ健康危機管理に奔走して参りました。 

しかし、今年度の事業実績を振り返ると、感染症の拡大防止のため、例年 5 月に予定して

いた栃木県支部総会が書面開催となり、また 7 月に新潟県で開催予定されていた北関東・甲

信越ブロック研修会では、開催の代わりに先進事例集を作成することになりました。そして

11 月 21 日に大分県で開催予定の代議員総会も書面開催となりました。 

このように、なかなか一堂に会す機会がなく寂しい思いをしておりましたが、先日の役員

会では「やっぱり、保健師の仲間に会いたい。感染症対策に細心の注意を払いながら、集合

形式の研修会を開催したい。」となり、令和 3 年 1 月に研修会を企画いたしました。皆様の

元気なお姿を心待ちにしております。 

時節柄、インフルエンザの流行も気になるところですが、自分自身の心身の健康にも十分

留意され、家庭、職場、地域の安心・安全を守る保健師として、勇猛精進して参りましょう。 

今後も皆様のご協力をお願いいたします。 

 

 

 
 

 

〈全国保健師長会加入状況〉         〈令和２年度役員紹介〉 

職 名 氏 名（所属） 

支部長 継 高橋良子（県西健康福祉センター） 

副支部長 継 金子敬子（健康増進課） 

副支部長 新 伊藤洋子（真岡市役所） 

書記 継 鈴木悦子（県西健康福祉センター） 

会計 継 生井明美（下野市役所） 

監事 新 杉山佐千子（宇都宮市役所） 

本部広報委員 継 大野みゆき(県北健康福祉センター) 

本部調査研究委員 継 福原 円（小山市役所） 

健やか親子特別委員 新 星野典子（こども政策課） 

全国保健師長会     

 栃木県支部だより 

 県(人) 市町(人) 計(人) 

平成 2６年度 51 ９１ 1４2 

平成 2７年度 51 9４ 14５ 

平成 2８年度 51 102 153 

平成 2９年度 49 112 161 

平成３０年度 47 112 159 

令和 １年度 44 108 152 

令和 ２年度 45 109 154 

※ 皆様のご入会をお待ちしております． 
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～ 研修会の御案内 ～ 

 ○日時：令和３年 1 月 23 日(土) 10:00～11:30 

 ○場所：とちぎ健康の森 大会議室 

 ○内容：｢子育て世代の保健師を支える､人･組織･環境づくりについて｣ 

     講師：有限会社フェードイン 代表取締役 工藤 敬子 氏 

「市町保健師の採用状況と人材育成について」 

栃木県保健福祉部保健福祉課 半田冨美子 

 

 会員の皆様には、日頃から栃木県の保健衛生活動に御尽力を賜り、厚く御礼申し上げます。

また、新型コロナウイルス対策につきましては、昼夜問わず第一線で対応くださり、重ねて

御礼申し上げます。 

 さて、県では、昨年度末に全国保健師長会栃木県支部及び市町保健師業務研究会等の協力

をいただきながら「栃木県保健師現任教育指針」を改訂するとともに、キャリアラダーに対

応した研修内容を検討するなど、地域保健福祉職員研修の体系を見直しました。 

今回の改訂にあたり、県内市町の新規採用保健師の年齢を比較してみたところ、平成 27

（2015）から令和元（2019）年度における採用時年齢は、30 歳以上の者が約３割を超え

ており、保健師の養成機関を卒業してから就職するまでに一定期間を経るなど、新規採用者

の経験値が多様化していることが窺えました。併せて、就職直後に結婚や出産などのライフ

イベントを迎えることも想定され、ますます丁寧な個々の専門能力に応じた人材育成体制を

整えていく必要があると感じました。これらの点も踏まえて階層別研修及び総合研修に重点

をおいた研修体系に変更したところです。 

しかしながら、今年度は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大により、計画どおりの研

修が開催困難な状況にあります。特に新規採用職員の皆様には、採用時研修が十分に行えず、

同期の仲間との関係づくりができない状況で、緊張した状態が続いていることと思います。

是非、先輩保健師の皆様においては、所属内で声をかけあい、相談しやすい環境を整えるな

ど、新任期の離職防止に御尽力くださるようお願いします。 

 なお、県では、12 月に市町保健師管理者及び次期管理者を対象に、「市町保健師管理者能

力育成研修」に取り組むこととしております。本研修を活用して、各所属の人材育成・確保

について検討くださるよう併せてお願いいたします。 
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出典：栃木県保健師現任教育指針 令和元(2019)年度改訂版 


